




























度 と 教師による良い授業 との相互作用から，学
生における高い学習達成感と高い授業評価 ，及び
高い成績 が導かれると松田ら ）は解釈している．



































































教材の使い方 ，板書の仕方 ，教員の態度 ，声





















被調査者は 発達心理学 の受講生 名（その
うち 年生は 名， 年生 名），男性 名，女
性 名，平均年齢 歳，年齢範囲は 歳，
標準偏差 であった．
．手続き





















）学生による授業評価 松田ら ），藤田 ），牧
野 ），三宅ら ）を参考に 項目を作成した．主
な項目は， この授業の内容は興味の持てるも
のであった ， この授業は聞き取りやすかっ
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授業担当教員の人柄についての評価が高いこと
を示す．
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表 学生による授業評価の 因子に含まれる項目と因子負荷量
因子 項目 因子負荷量











授業進度 （ ） ・授業の進度は適切であった．
・この授業は， 時間（ 時限）に学習する量は適切だった．
・ 回の授業の量は適切であった










































価の 因子間の相関をみたところ（表 ）， わ
かりやすさ と， 内容評価 ， 授業進度 ， 授
業の構成 ， 学生への対応 との間に正の相関
が示され，それぞれの因子が授業評価を構成す


























ころ（表 ）， 積極的な学習態度 と 意欲的
な取り組み との間に正の相関が示された．ま










ら ），藤田 ），三宅ら ）とほぼ同様に，授
業評価と自己評価の間に有意な相関が示された
（表 ）．すなわち，自己評価の 意欲的な取
り組み は授業評価の わかりやすさ ， 授業
の構成 と，学習内容の理解 は，内容評価 ，
わかりやすさ ，授業進度 ，学生への対応
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表 達成動機と授業評価，自己評価の平均値（標準偏差）と 検定の結果
自己充実的達成動機 競争的達成動機
高群 低群 高群 低群
値 値
授業評価
内容評価 （ ） （ ） （ ） （ ）
わかりやすさ （ ） （ ） （ ） （ ）
授業進度 （ ） （ ） （ ） （ ）
授業の構成 （ ） （ ） （ ） （ ）
学生への対応 （ ） （ ） （ ） （ ）
自己評価
意欲的な取り組み （ ） （ ） （ ） （ ）
積極的な学習態度 （ ） （ ） （ ） （ ）
学習内容の理解 （ ） （ ） （ ） （ ）
課題及び出席 （ ） （ ） （ ） （ ）
教員の人柄 （ ） （ ） （ ） （ ）
授業に対する満足度 （ ） （ ） （ ） （ ）





































容評価 ， わかりやすさ ， 授業進度 ，自己




容評価 ， わかりやすさ ， 学生への対応 ，
自己評価の 意欲的な取り組み ， 学習内容の



























は，授業評価の わかりやすさ ， 授業の構成 と
中程度の相関を示し，学生の自己評価の 学習内容
の理解 は，授業評価の 内容評価 ， わかりやす
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成を考えることが望ましいと考えられる．また，学
生の学習内容の理解を促すためには， 内容評価 ，









































教職必修科目 生徒指導論 の場合 広島大学

















第 分冊 教職科編 ， ．
）井上正明 大学の授業評価に関する実証的研究
学生の外向性・内向性と教師評価および




いて．白鴎女子短大論集 ． ， ．
）速水敏彦 外発と内発の間に位置する達成動機
づけ．心理学評論 ， ．
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